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第３回 意見交換会 要旨 

開催日時 
      １１ 月     ５ 日（ 月 ） 

     １９ 時   ～   ２１ 時 

市町村名 大町市 グループ名 ３班 

 要 旨 

 今までの交換会で反対はない。３班としては賛成としてまとめたらどうか。 

 

条件付で推進である。 

条件とはルートのことである。豊科ＩＣ→高瀬川→糸魚川で運動してきた。（塩の道ハイウェイ） 

波田が起点なのは理解できる。（国営公園等）しかし、大町の人の利用という面からは豊科ＩＣにつながる方

が便利。 

まずは糸魚川から大北へのルートが良いと思う。 

西を通るよりは東を通った（市街地に近い方）方が良いと思う。 

 池田の人の反応は。 

 松川が反対なら池田へ。右岸より左岸のへの意見。 

 大町市内の各地区の意見はどうなのか。 

 自治会での話は特にしていない。 

 
推進の立場で出ている。議会の委員会（高速交通網）の立場もある。 

大町の反対は一部だと思うが、道路なので大町だけ良くてもだめ。 

 地元では賛成で進めてきたのに、何故今、反対論が大きく取り上げられるのかが不思議がられている。 

 
賛成という旗揚げが弱い。早く通してほしいとの声を大きく。 

池田－豊科ＩＣが一番良い。が、国営公園もある。 

 

高山へ行ってブリ街道と塩の道を結ぶという考えで波田が起点になったと思う。北陸地建は観光の周遊道

路の考えがあって今のルートになっていると思う。 

反対論なんて聞く必要はない。大町の人の反対では無く、穂高、豊科の反対なのだから。大町は２０年以上も

推進してきたのだから、大町市は賛成ということで、調整は県の役割。人の意見を聞くだけでなく実行する

責任が県にはある。 

 

賛成にも温度差がある。通るルートによっても大きく変わる。 

波及効果にも差が出ると思う。 

温度差を埋めたらよいのか、どれかのルートにまとめるのか。進め方が難しい。 

 第３班はこのルートと決めるのは無理。３班の様々な意見の発表で良い。 

 きまるわけでは無いが、この３班のルートを決めた方が良い。 

 波田からのルートなら反対というのか。 

 大町への波及効果を考えるなら、波田からのルートは反対。 

 波田からのルートは反対である。池田－堤防道路が一番良い。 

 高速道路網という点では波田町起点は意見がある。 
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第３回 意見交換会 要旨 

開催日時 
      １１ 月     ５ 日（ 月 ） 

     １９ 時   ～   ２１ 時 

市町村名 大町市 グループ名 ３班 

 要 旨 

 

大町市民として考えれば豊科ＩＣにつなぐのが一番。 

中部縦貫道ができれば北陸・関西方面のアクセスが良くなるだろう。かなりのメリットがある。 

自分の生活では豊科ＩＣの方が良いが経済的な効果ではむしろ波田ルートの方があるのでは。 

 

反対派は自然予算の問題。賛成派はそれぞれあってまとめるのが難しい。 

高速ができてからのメリットは、はっきり分かる。しかしできる前はそのメリットをはっきり明示できない。 

実際できている道は使用されている。反対したから利用しないというものでもない。出来れば利用されるの

は確実。だがメリットをはっきり示せないので様々な意見を示すことで仕方がない。 

 

経済的波及効果と自然破壊のバランス。 

波田ルートの方が効果はあると思う。国営公園、臨空等メリットは大きい。 

しかし、安曇野へのダメージは、長い目で見れば大きいのではないか。 

バランスを考えて豊科ＩＣのルートが一番だと思う。 

 
大町に住んで行くために必要という意見が多いが観光の考えでは波田ルートは観光向きになると思う（上

高地もある）。 

 

知事の意見を聞きたい、都会に住んでいる人が、地元の、田舎の意見を聞いてほしい。生活の場を残してほ

しい。知事にそんな考え方を聞いてほしい。 

将来、長野県に住む人ではない。 

 波田ルートがダメなら、道路自体は成立しない。国がルートを決めたのだから。 

 
国が決めたから波田ルートに反対出来ないというのはおかしい。 

住民の意見を聞いてルートを決める必要が無いのではないか。この会自体が無意味。 

 道路は絶対必要である。このルートだと反対だというのでは道路が出来なくなる。 

 知事の捉え方が怖い。条件付きの賛成であれば、条件付きの反対で、ひいては反対で取る危険性がある。 

 みんな賛成だが条件付では怖い。だから、現状の計画を尊重して、賛成でまとまった方が良い。 

 起点を曖昧にしたままではいけない。 

 波田は反対ではダメ。「豊科ＩＣから作ってください」とはっきりさせる。 

 
じゃあ作りましょうと決まった時点でのルートなのではないか。 

とにかく、まずほしいとはっきりさせる方が良い。ルートはその次の問題。 

 長い時間をかけて積み重ねてきた計画。停滞するのは仕方がないが、後退することの無いような議論を。 

 発言者は○○さんに決定。 
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第３回 意見交換会 要旨 

開催日時 
      １１ 月     ５ 日（ 月 ） 

     １９ 時   ～   ２１ 時 

市町村名 大町市 グループ名 ３班 

 要 旨 

 交換会に出席出来なかった方々に広報したい（箇条書きで） 

 賛成は一行でまとめられてしまうのか。交換会に参加したひとの賛成意見はどうなるのか。 

 「反対意見は一部にあったが大部分は賛成だった」という書き方が良い。もしくは数を入れるか。 

 まとめも○○さんでお願いする。 

 


